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「的確」な運用と「万全」の管理に

圧倒的強みを持つ

資産運用型金融機関の実現

「的確」な運用と「万全」の管理に

圧倒的強みを持つ

資産運用型金融機関の実現

コーポレートゴール
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信託事業強化

財務の比較優位性 銀信統合ビジネスモデル

不良債権

保有株式

資本の質
コンサルティング能力

JV ＆アウトソーシング

スケールメリット

オープンプラットフォーム

Sumitomo Trust Way

公的資金返済

Promising Market

銀行事業強化 統
合
経
営
シ
ス
テ
ム

独立経営の維持

株主価値向上をドライバーとした経営

ポート最適化

収益性指標

機会収益

RM戦略

顧客企業価値
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02年度中間決算の状況（単体）

(単位：億円） 今回予想 8月2日予想 増減

修正業務純益 850 650 200
貸出関係損失 200 400 -200
株式関係損益 -160 - -160
ｳﾁ減損 -110 - -110
経常利益 380 200 180
中間利益 200 260 -60

財務状況-2002年上期の業績について
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02年9月 02年3月
(単位：億円)             速報             実績          増減
破産更生等債権 700 472 228
危険債権 2,700 4,244 -1,544 
要管理債権 2,400 2,175 225
金融再生法開示債権合計 5,800 6,890 -1,090 

その他要注意先債権 9,100 12,257 -3,157 

開示不良債権とその他要注意債権等の状況
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要注意先債権等の状況
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破綻懸念先（危険債権）以下

単位：10億円
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保有有価証券の状況

02年9月末 02年3月末
（単位：億円） （速報） （実績） 増減

その他有価証券評価損益（合計） -390 -934 544

ｳﾁ 株式 -1,180 -512 -668 

保有株式残高 （時価） 7,220 9,438 -2,218 

＜保有株式の売却状況＞

    02年通期計画額 2,000億円

    02年上期計画額 1,000億円

    02年上期売却実績 約1,500億円 （ETF 設定を含む）
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02年9月 02年3月
速報 実績

11%台半ば 10.86%

Tier I 比率 6%台半ば 6.16%

1,370.0 1,293.6
ｳﾁTier I 770.0 734.1
ｳﾁ評価差額金 -24.0 -57.1

12,000程度 11,908

156.0 145.5単体剰余金

（単位：１０億円）

リスクアセット

BIS 自己資本比率（連結）

自己資本(連結）

株主資本の状況
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公的年金
マーケット

企業年金
（退職金）マーケット

02年3月

27兆円 65兆円

80兆円

80兆円+α

80兆円

財投からの
資金シフト

（財投債を除く）

未積立部分
の年金化

残存退職金

（未積立部分）

増加要因

拡大する年金市場

年金資金運用基金自主運用分
（内部運用 + 外部委託運用）

05年3月（予想）

代行返上
（約9兆円：予想）
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マニュファクチャードプロダクトマニュファクチャードプロダクト

オープン・プラットフォームオープン・プラットフォーム

ディストリビューション機能
他社プロダクト調達・提供（販売）

マニュファクチャリング機能
当社プロダクトの製造・提供（販売）

お客様にとっての最適ポートフォリオをアウトソーシングも含た優良プロダクトを組み合わせて提供

コンサルティング機能顧客ニーズ
Problem

最適解
Solution 問題点の把握・発掘

１１

２２

運用商品の提供

アウトソーシングプロダクトアウトソーシングプロダクト

フィードバック

（相乗効果）

ソリューションポー

トフォリオを構築す

るのにふさわしい

ハイクオリティなプ

ロダクトを要求

３３
フィードバック

（相乗効果）

マルチプラン＆マルチプロダクト
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（単位：億円）
（単位：兆円）

当社不動産業務フィー（左）

不動産証券化マーケット（右）

※不動産証券化マーケット（実績）出所：国土交通省土地白書

２００８年に２００８年に
はは１０兆円１０兆円
規模（予想）規模（予想）

拡大する不動産証券化市場

10



資産管理サービス

日本トラスティーサービス（JTSB)

住友信託、大和銀信託、三井アセット信託

管理資産残高110兆円

証券代行サービス

日本TA ソリューション（JTAS)

住友信託、日本証券代行

管理会社数1062社、株主数687万人

スケールメリットの追求
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プロダクト主体のモデル

アンバンドル

住信の法人営業モデル

銀信統合型RMによる企業価値創造モデル

＜低ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ＞ ＜ｿﾘｭｰｼｮﾝによるﾊﾞﾝﾄﾞﾙ＞

顧客 顧客

商品競争力

資
金
事
業

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
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プ
ロ
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ト
部
門
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プ
ロ
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ク
ト
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門

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門

RM販売部隊

リ・バンドル

プロダクトの専門性・コスト競争力 ソリューション提供による付加価値

企
業
価
値
向
上
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銀信統合型RMの戦術

個社別戦略を全事業部門で共有化

社内LAN上に個社戦略プラットフォーム

ソリューションビジネスのツール

アニュアルミーティング

住信 C.F.A.（Corporate Finance Advisor)

目標体系

RM担当に対する高い財管目標
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34%

66%

信託財管事業粗利 資金事業粗利

699百万円／人

249 百万円／人

東京営業第三部
01年下期実績

一人あたり粗利の規模と構成
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51%

49%

379百万円／人

銀信統合型RMの収益性

61%

39%

316百万円／人

（00年9月期＝１００）
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東京営業第五部
01年下期実績

全社ベース
01年下期実績

1人あたり総合粗利

1人あたり財管粗利



Risk

Return
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現状
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イメージ図
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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、
将来の業績を保証するものではなく、リスクや、不確実性を内包するもので
す。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が
あることにご留意ください。

住友信託銀行株式会社

管理部　ＩＲ　室

電話　03-3286-8354　Ｆａｘ　03-3286-4654

尾中 onaka@sumitomotrust.co.jp

山城 yamashiro@sumitomotrust.co.jp

住友信託銀行 IRウェブサイト：

http://www.sumitomotrust.co.jp/IR/company/index.html

＜ご連絡・ご照会先＞


